
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
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『 チッポラの信仰 』   
 

 

【原理講論 P364～365】 
モーセが神の命令を受けパロの前に行く途

中で、主が現れてモーセを殺そうとされた。
そのときモーセは、彼の妻チッポラがその男
の子に割礼を施して許しを請うたおかげで、
死を免れることができたのである（出エ四・
24～26）。このように、モーセは割礼をもって
その試練に勝利したため、彼の家族が生き得
たのであり、したがって、イスラエル民族がエ
ジプトから出られるようになったのであるが、
これもまた、将来イエスが来られたときに、イ
スラエルの民族が割礼の過程を経なくては、
神の救いの摂理が成就されないということ
を、前もって見せてくださったのである。 
 それでは、割礼がいかなる意味をもってい
るかということについて、調べてみることに
しよう。人間始祖は、サタンと血縁関係を結ぶ
ことによって、いわば、陽部を通じて死亡の血
を受けたのであった。ゆえに、堕落した人間
が、神の子女として復帰されるためには、そ
の蕩減条件として、陽部の皮を切って血を流
すことにより、その死亡の血を流してしまった
ということを示す表示的条件として、割礼を
行うようになったのである。それゆえに、この
割礼の根本意義は、第一には、死亡の血を流
してしまうという表示であり、第二には、男子
の主管性を復帰するという表示であり、また
第三には、本然の子女の立場を復帰するとい
う約束の表示でもあるのである。ところで、割
礼の種類としては、心の割礼（申命一〇・16）
と、肉身割礼（創一七・10）、万物割礼（レビ一
九・23）などの三種類がある。 
 
 

 
【出エジプト 4 章 24 節～26 節】 
さてモーセが途中で宿っている時、主は彼

に会って彼を殺そうとされた。その時チッポラ
は火打ち石の小刀を取ってその男の子の前の
皮を切り、それをモーセの足につけて言った、
「あなたはまことに、私にとっては血の花婿で
す」。そこで、主はモーセをゆるされた。この
時「血の花婿です」とチッポラが言ったのは割
礼のゆえである。 
 
【申命記 10 章 16 節】 
それゆえ、あなた方は心に割礼を行い、も

はや強情であってはならない。 
 
【レビ記 19 章 23 節】 
あなた方が、かの地に入ってもろもろのく

だものの木を植えるときは、その実はまだ割
礼をうけないものと、見なさなければならな
い。すなわち、三年の間、あなた方には、割礼
のないものであって、食べてはならない。四年
目には、そのすべての実を聖なる物とし、それ
をさんびの供え物として主に捧げなければな
らない。しかし、五年目には、あなた方はその
実を食べることができるであろう。こうする
ならば、それはあなた方のために、多くの実を
結ぶであろう。わたしはあなた方の神、主で
ある。 
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